
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

 学 校 名 大野町立中小学校 

 実 施 期 間 平成２６年１０月１８日（土） 

 実 施 概 要 
 

 ・保護者をはじめとする家族や地域の方を対象に、道徳の授業等を  
  公開した。 
 ・人権に対する取り組み（ぽかぽか言葉：言われてうれしい言葉、  
  ぽかぽか行動：されてうれしい行動）を各学級で発表した。  
 ・地域の歴史探索に３年生・４年生が親子で参加した。  

 実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

 来 校 者 数  保 護 者              １２０ 人  
  計         １４０ 人 

 地域関係者                 ２０ 人 

 実 施 状 況 
  
 

 ①「親子手作り弁当」の取り組み（始業時間を遅らせる）  
 ②授業参観 全学級「道徳」の授業公開、 
 ③中小スクールフォーラム（体育館） 
   「人権教育」の取り組みについて発表 
  ・ほほえみ学級（情緒）：使いたいぽかぽか言葉 
  ・１年：ぽかぽか言葉「はい」 
  ・２年：あいさつ名人、ぽかぽか名人 
  ・３年：さきがけあいさつ・ぽかぽか言葉と行動 
  ・４年：相手の名前を呼んであいさつ 
  ・５年：さきがけあいさつ、よびかけにこたえる 
  ・６年：幸せになる５箇条の発表 
 ④学級懇談会（第３校時、保護者） 
   ア）フォーラムでの発表を受けて家庭での取り組みについての  
     意見交流 
   イ）学年に応じた課題について 
  ※この間、児童は体育館で「安全教育：交通事故、不審者対応」  
   にかかわるビデオを見て学習 
 ⑤公民館活動「親子地域歴史探索」に３・４年生の親子で参加（午  
  後）島部、宝来を中心に親子で歴史探索 

 成果及び課題 
  

 

 【授業参観より】 
 ○道徳の授業を通して、自己の生き方を見つめ、よりよい生き方に  
  ついて親子で考えることができた。 
 【中小フォーラムより】 
 ○各学級が「思いやりのある言葉、行動」について取り組んでいる  
  発表であった。 
 ○相手を大切にする優しい言動が育ちつつある。 
 ○学校の取り組みを保護者、地域の方に理解していただけた。  
 【親子歴史探索より】 
 ○親子歴史探索は、社会科の学習内容ともかかわりがあり、親子で  
  自分たちの住んでいる地域の歴史・文化を理解するよい機会とな  
  った。親子で地域のことに関心をもつことができた。 
 【親子手作り弁当より】 
 ○親子で一緒に弁当作りを通して楽しくふれ合えた。 

 
 


